
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３１４ 

令和５年度 保健体育科 

 

教科 保健体育 科目 保健 単位数 １単位 年次 １年次 

使用教科書 「現代高等保健体育」 （大修館書店） 

副教材等 現代高等保健体育ノート （大修館書店） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに，技能を身に付けるように

する。 

・健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとと

もに，目的や状況に応じて他者に伝える力を養う。 

・生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりをめざし，明るく豊かで活力ある

生活を営む態度を養う。 

 

 

２ 学習の到達目標 

保健の見方・考え方を働かせ，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，生涯を通じて人々が

自らの健康や環境を適切に管理し，改善していくための資質・能力を育成する。 

① 個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに，技能を身に付けるようにす

る。 

② 健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するととも

に，目的や状況に応じて他者に伝える力を養う。 

③ 生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりを目指し，明るく豊かで活力ある生

活を営む態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

個人及び社会生活における

健康・安全について理解を

深めているとともに、技能

を身につけている。 

健康についての自他や社会の

課題を発見し、合理的、計画

的な解決に向けて思考し判断

しているとともに、目的や状

況に応じて他者に伝えてい

る。 

生涯を通じて自他の保持増進

やそれを支える環境づくりを

目指し、明るく豊かで活力あ

る生活を営むため学習に主体

的に取り組もうとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

現
代
社
会
と
健
康 

１．健康の考え方と成り立

ち 

 

１．健康についての多様な

考え方 

２．健康の成り立ちとその

要因 

a:「健康とは何か」について、健

康水準の向上、疾病構造の変化

に伴い、健康についての考え方

が変化してきていることと、主

体・環境要因が互いに影響して

健康の成立に関わっているこ

とについて理解している。 

b:様々な健康の考え方について、

自分の考え方も含めて他者に

伝えている。 

定期考査

ノート 

確認テス

ト 

観察 

ディスカ

ッション 

 

２．私たちの健康のすがた 

 

１．わが国における健康水準

の向上 

２．わが国における健康問題

の変化 

a:国民の健康課題について、各種

の指標や疾病構造を通じて理

解できるとともに、背景には科

学技術の発達、生活様式や労働

形態が関わっていることにつ

いて理解している。 

b:わが国の健康水準の変化とそ

の背景について他者に伝えて

いる。 

定期考査 

ノート 

確認テス

ト 

観察 

ディスカ

ッション 

 

３．生活習慣病の予防回復 

 

１．生活習慣病とその種類 

２．予防から回復まで 

a:生活習慣病を予防するには、調

和のとれた健康的な生活を続

けるとともに、定期的な健康診

断やがん検診などを受診する

ことが必要であることについ

て理解している。 

b:生活習慣病の種類、要因、予防

法について、自分の考えも含め

て他者に伝えている。 

c:生活習慣病の要因と自分の日

常の生活行動を比較・分析し、

主体的に学ぼうとしている。 

定期考査 

ノート 

確認テス

ト 

観察 

ディスカ

ッション 

観察 

ワ ー ク シ

ート 

４．がんの原因と予防 

 

１．がんとその種類 

２．がんの予防 

a:がんには様々な種類があり、生

活習慣のみならず、細菌やウイ

ルス感染などの原因もあるこ

とについて知るとともに、早期

発見が重要であることについ

て理解している。 

b:がんの種類、要因、予防法につ

いて、他者に伝えている。 

定期考査 

ノート 

確認テス

ト 

観察 

ディスカ

ッション 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

１
学
期 

現
代
社
会
と
健
康 

５．がんの治療と回復 

 

１．がんの治療と緩和ケア 

２．がんとともに生きる社会づ

くり 

a:がんの予防と回復には、個人の

取組とともに、健康診断やがん

検診の普及、正しい情報の発信

など社会的な対策が必要であ

ることについて理解している。 

b:がんの主な治療法や緩和ケア

について、他者に伝えている。 

c:がんの原因について調べよう

とし、自分の身近に起こらない

ようにするためにはどんな生

活を送れば良いかを積極的に

学ぼうとしている。 

定期考査 

ノート 

確認テス

ト 

観察 

ディスカ

ッション 

観察 

ワ ー ク シ

ート 

６．運動と健康 

 

１．健康からみた運動の意義 

２．健康によい運動のしかた 

a:健康な生活を送るうえでの運

動の意味について多様な運動

の種類やその効果について理

解している。 

b:目的に応じた健康的な運動の

仕方について、例を挙げなが

ら、他者に伝えている。 

定期考査 

ノート 

確認テス

ト 

観察 

ディスカ

ッション 

 

７．食事と健康 

 

１．健康的な食生活の意義 

２．健康によい食事のとり方 

a: 健康な生活を送るうえでの食

事の意味について、自分の食生

活を見直し、改善方法について

理解している。 

b:健康的な食事について、例を挙

げながら、他者に伝えている。 

c: 健康的な食生活と自分の食生

活を比較・分析し、主体的に学

ぼうとしている。 

定期考査 

ノート 

確認テス

ト 

観察 

ディスカ

ッション 

観察 

ワ ー ク シ

ート 

８．休養・睡眠と健康 

 

１．健康からみた休養の意義 

２．健康からみた睡眠の意義 

a:健康的な生活を送るうえでの

休養・睡眠の必要性について多

様な今日的課題の種類やのそ

の効果について理解している。 

b:健康と休養・睡眠の関係や適切

な休養・睡眠のとり方について

考えている。 

定期考査 

ノート 

確認テス

ト 

観察 

ディスカ

ッション 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

１
学
期 

現
代
社
会
と
健
康 

９．喫煙と健康 

 

１．喫煙の影響 

２．喫煙への対策 

a:喫煙は、生活習慣病の要因とな

り、心身の健康を損ね、周囲の

人々にも悪影響を及ぶことを

知り、防止のためには個人と社

会環境への適切な対策が必要

であることについて理解して

いる。 

b:喫煙者や、周囲の人に起こる健

康被害に着目して、例を挙げな

がら、他者に伝えている。 

c:喫煙対策について、個人と社会

に分けて調べようとし、自分の

身近でどのように対応すれば

良いかを積極的に学習しよう

としている。 

定期考査 

ノート 

確認テス

ト 

観察 

ディスカ

ッション 

観察 

ワ ー ク シ

ート 

１０．飲酒と健康 

 

１．飲酒の影響 

２．飲酒への対策 

a:飲酒による健康への短期的・長

期的影響について知り、その防

止のためには個人と社会環境

への適切な対策が必要である

ことについて理解している。 

b:飲酒による健康への短期的・長

期的影響に着目して、例を挙げ

ながら、他者に伝えている。 

c:無理な飲酒への勧めに対して、

自分の考えを踏まえて、どのよ

うに対応すれば良いかを主体

的に学ぼうとしている。 

定期考査 

ノート 

確認テス

ト 

観察 

ディスカ

ッション 

観察ワー

クシート 

２
学
期 

現
代
社
会
と
健
康 

１１．薬物乱用と健康 

 

１．薬物乱用の影響 

２．薬物乱用の要因と対策 

a:薬物乱用は、心身の健康、社会

の安全などに対して深刻な影

響を及ぼすことから、決して行

ってはならず、防止するには個

人と社会環境への対策が必要

であることについて理解して

いる。 

b:薬物乱防止のための個人や社

会環境への対策例を他者に伝

えている。 

c: 薬物乱用への勧めに対して、

自分の考えを踏まえて、どのよ

うに対応すれば良いかを主体

的に学ぼうとしている。 

定期考査 

ノート 

確認テス

ト 

観察 

ディスカ

ッション 

観察 

ワ ー ク シ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

２
学
期 

現
代
社
会
と
健
康 

１２．精神疾患の特徴 

 

１．精神疾患の要因と種類 

２．精神保健の今日的課題 

a:精神疾患は、心理的、社会的な

機能の障害などが原因となり、

精神活動が不全になった状態

であり、適切な対処により回復

し、生活の質の向上が可能であ

ることについて理解している。 

b:精神疾患の例を挙げ、発病の要

因と主な症状について他者に

伝えている。 

定期考査 

ノート 

確認テス

ト 

観察 

ワークシ

ート 

 

１３．精神疾患の予防 

 

１．日常生活における精神疾

患の予防 

２．精神疾患の早期発見・早

期治療 

a:精神疾患の予防には調和のと

れた生活を実践し、心身の不調

の早期発見、リラクセーション

などの方法でストレスを緩和

することが重要であることに

ついて理解している。 

b:精神疾患の予防法や早期発見

のために必要なことを他者に

伝えている。 

定期考査 

ノート 

確認テス

ト 

観察 

ディスカ

ッション 

 

１４．精神疾患からの回復 

 

１．専門家による支援と治療 

２．社会環境の整備 

a:精神疾患の回復には、専門家へ

の相談や早期治療などを受け

やすい社会環境を整えること

が重要であるとともに、偏見や

差別の対象ではないことにつ

いて理解している。 

c:精神疾患からの回復について

調べようとし、自分の身近に起

こらないようにするためには

どうすればよいかを積極的に

学習しようとしている。 

定期考査 

ノート 

確認テス

ト 

 観察 

ワ ー ク シ

ート 

１５．現代の感染症 

 

１．感染症とは 

２．さまざまな感染症 

a:感染症は、時代や地域によって

自然・社会環境の影響を受け、

発生や流行に違いが見られる

ことと、交通網の発達により広

がりやすくなっていること、新

興感染症や再興感染症の発生、

流行について理解している。 

b: 感染症の例を挙げ、発病の要

因と主な症状について他者に

伝えている。 

定期考査 

ノート 

確認テス

ト 

観察 

ディスカ

ッション 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

２
学
期 

現
代
社
会
と
健
康 

１６．感染症の予防 

 

１．感染症予防の３原則 

２．現代の感染症対策 

a:感染症の予防には、衛生的な環

境の整備、正しい情報の発信、

予防接種などの社会的な対策

とともに、個人の行動選択が必

要であることについて理解し

ている。 

b:感染症の予防対策について３

原則から例を挙げながら、他者

に伝えている。 

c:感染症の予防について調べよ

うとし、自分の身近に起こらな

いようにするためにはどうす

れば良いかを積極的に学習し

ようとしている。 

定期考査 

ノート 

確認テス

ト 

観察 

ディスカ

ッション 

観察 

ワ ー ク シ

ート 

１７．性感染症・エイズとその

予防 

 

１．性感染症・エイズとは 

２．性感染症・エイズの予防 

a:性感染症・エイズの現状を知

り、感染拡大の原因や予防策と

ともに、個人の行動選択と社会

の対策が必要であることにつ

いて理解している。 

b:性感染症・エイズと他の感染症

と異なる点について、他者に伝

えている。 

c: 性感染症・エイズの予防につ

いて調べようとし、自分の身近

に起こらないようにするため

にはどうすれば良いかを積極

的に学習しようとしている。 

定期考査 

ノート 

確認テス

ト 

観察 

ディスカ

ッション 

観察 

ワ ー ク シ

ート 

１８．健康に関する意思決定・

行動選択 

 

１．意思決定・行動選択とそ

れに影響を与える要因 

２．適切な意思決定・行動選

択を実現する工夫 

a:健康に関する意思決定・行動選

択に影響を与える要因につい

て知り、自己の意思決定・行動

選択について、計画・評価・修

正・情報収集することが重要で

あることについて理解してい

る。 

b:健康に関する適切な意思決

定・行動選択の際の工夫につい

て考えている。 

定期考査 

ノート 

確認テス

ト 

観察 

ワークシ

ート 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

１９．健康に関する環境づくり 

 

１．健康を保持増進するため

の環境 

２．ヘルスプロモーションの考

え方にもとづく環境づくり 

a:健康を保持増進するには、ヘル

スプロモーションの考え方に

基づき、適切な意思決定・行動

選択により、自分の健康を適切

に管理することが必要であり、

環境づくりが重要であること

について理解している。 

b:ヘルスプロモーションの考え

方に基づく環境づくりの特徴

について、他者に伝えている。 

定期考査 

ノート 

確認テス

ト 

観察 

ディスカ

ッション 

 

３
学
期 

安
全
な
社
会
生
活 

１．事故の現状と発生要因 

 

１．事故とその被害 

２．事故の発生に関する要因 

a:事故は様々な場面において発

生し、その背景には人的、環境

要因などが関連していること

について理解している。 

b:安全に関する原則やその回避

の方法を他者に伝えている。 

c:交通事故についての原因や要

因について調べようとし、自分

の身近に起こらないようにす

るためにはどうすればよいか

主体的に学習しようとしてい

る。 

定期考査 

ノート 

確認テス

ト 

観察 

ディスカ

ッション 

観察 

ワ ー ク シ

ート 

２．安全な社会の形成 

 

１．自他の安全を確保する行

動 

２．安全を確保する社会の取

り組み 

a:事故を防止し、事故の発生、傷

害を軽減することを目指す安

全な社会づくりには法的な環

境整備、個人の取組、地域の連

携などが必要であることにつ

いて理解している。 

c:社会の取組について調べよう

とし、自分の身近でどんな対策

がなされているかを主体的に

学習しようとしている。 

定期考査 

ノート 

確認テス

ト 

 観察 

ワ ー ク シ

ート 

３．交通における安全 

 

１．交通事故防止のための取

り組み 

２．交通事故と運転者責任 

a:交通事故を防ぐには、交通社会

の一員となることで、自他の生

命を尊重し、周囲の交通環境の

整備、個人の適切な行動につい

て理解している。 

b:安全に関する原則や概念に着

目して危険の予測やその回避

の方法を考えている。 

c:交通事故が自分の身近に起こ

らないようにはどうすれば良

いかを積極的に学習しようと

している。 

定期考査 

ノート 

確認テス

ト 

観察 

ディスカ

ッション 

観察 

ワ ー ク シ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

安
全
な
社
会
生
活 

４．応急手当の意義とその基

本 

 

１．応急手当の意義 

２．応急手当の手順 

a:適切な応急手当は、傷害や疾病

の悪化を防いだり、傷病者の苦

痛を緩和したりすることがで

きることについて理解してい

る。 

b:傷病者を発見したときの確

認・観察するポイントを他者に

伝えている。 

c:応急手当の学習について主体

的に学ぼうとしている。 

定期考査 

ノート 

確認テス

ト 

観察 

ディスカ

ッション 

観察 

ワ ー ク シ

ート 

 

５．日常的な応急手当 

 

１．けがに応じた応急手当 

２．熱中症の応急手当 

a:日常生活で起こる傷害、熱中症

などの疾病の際には、それに応

じた体位に確保、止血、固定な

どの基本的な応急手当の方法

や手順があることを、実習を通

して理解し、応急手当の技能を

身につけている。 

b:日常的なけがや熱中症の応急

手当の手順や方法のポイント

を他者に伝えている。 

c:応急手当の学習について主体

的に学ぼうとしている。 

定期考査 

ノート 

確認テス

ト 

観察 

ディスカ

ッション 

観察 

ワ ー ク シ

ート 

６．心肺蘇生法 

 

１．心肺蘇生法の意義と方法 

a:心肺蘇生法について、速やかな

気道確保、人工呼吸、胸骨圧迫、

ＡＥＤの使用などが必要であ

り、方法や手順について実習を

通して理解し、心肺蘇生法の技

能を身につけている。 

b: 心肺蘇生法の手順や方法のポ

イントを他者に伝えている。 

c:自分自身のできる範囲で適切

な心肺蘇生法を実践しようと

している。 

定期考査 

ノート 

確認テス

ト 

観察 

ディスカ

ッション 

観察 

実習 

ワ ー ク シ

ート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


